
　本書は欠損状態を「少数歯」「数歯」「多
数歯」の 3つに分け，さらに基本症例と
参考症例の計17ケースについて，咬合・
補綴系かペリオ系か，積極的な介入か保
存的な介入かの 4つのカテゴリーで症例
分けをし，それぞれ診査・診断，治療お
よびその後の経過について動画を交えな
がら解説した．また，軟組織と硬組織の
マネージメントについても別項目を設
け，長期予後を見越した設計やメインテ
ナンスも加味した総合的なアプローチを
紹介している．

A
｜
3C
｜
3

治療方針とテクニック徹底解説
安東俊夫・著

安
東
俊
夫
・
著

ぺリオ 全顎ケースに

悩んだ時に読む本
＆

48本の
動画付き

ぺ
リ
オ

　

 

全
顎
ケ
ー
ス
に
悩
ん
だ
時
に
読
む
本

＆

治
療
方
針
と

テ
ク
ニ
ッ
ク
徹
底
解
説

長期経過症例の治療戦略
長
期
経
過
症
例
の

　
　
　
治
療
戦
略

安東俊夫・著

CONTENTS

CHAPTER１ 少数歯欠損の治療戦略　
天然歯を守るために

CHAPTER２ 数歯欠損の治療戦略　
固定性補綴

CHAPTER３ 治療効果アップテクニック　
Part 1 ：軟組織

CHAPTER４ 多数歯欠損の治療戦略　
Part 1 ：可撤性補綴

CHAPTER５ 治療効果アップテクニック　
Part 2 ：硬組織

CHAPTER６ 多数歯欠損の治療戦略　
Part 2 ：固定性補綴

治療結果の長期安定を目指すための
総合的なアプローチとテクニック！

：基本症例 ：参考症例

　基本症例10ケースと参考症例 7
ケースについて，右に示す 4 つのカ
テゴリーに分けた症例地図により，
各症例のおおまかな立ち位置を比較

できるようにしています．ケースの詳細は裏面をご
参照ください！ 　　　　　　　　　
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CHAPTER 1　少数歯欠損の治療戦略　天然歯を
守るために

自然感のある歯肉にするために
１ ．歯肉の色
メラニン色素沈着／金属片除去／メタルタトゥー除去（12年経過）�
２ ．歯肉の形
遊離歯肉移植による口腔前庭拡張術（13年経過）�／遊離結合組織
移植による付着歯肉増大（予防的外科処置）（ 9年経過）／歯間乳
頭の再建①（ 4年経過）／歯間乳頭の再建②（ 9年経過）�
3 ．欠損歯槽堤の増大
遊離歯肉移植による歯槽堤の増大（21年経過）／結合組織有茎弁
移植による歯槽堤の増大（21年経過）／高度に吸収した欠損部の
歯槽堤の増大（ 4年経過）�
4 ．増大から保存へ
1歯欠損（4年経過）／2歯欠損（2年経過）
5 ．抜歯前の軟組織の取り扱い
ブリッジ（ 2年経過）／�インプラント（ 4年経過）�
6 ．インプラントの歯間乳頭の再建 
1歯欠損インプラント（21年経過）／2歯欠損インプラントその1
（8年経過）／2歯欠損インプラントその2（9年経過）�

CHAPTER 3　治療効果アップテクニック
Part １ ：軟組織 

基本症例 ７ 　上顎臼歯部遊離端部分床義歯と前歯の機能の調
和（18年経過）�

基本症例 ８ 　上顎インプラント支台部分床義歯（10年経過）�
参考症例 E 　上顎磁石総義歯，下顎臼歯部インプラント治療

（ 9年経過）�
�

CHAPTER ４　多数歯欠損の治療戦略　
Part １ ：可撤性補綴

インプラント治療での骨造成�
1 ．インプラント治療の予後：下顎（26年経過）
2．インプラント前の骨保存（根尖性歯周炎）：下顎（ 9年経過）�
3 ．インプラント前の骨保存（重度歯周病）：下顎（28年経過）�
4 ．インプラント治療の予後：上顎（14年経過）�
5 ．インプラントの予後：他院のインプラント除去（22年経過）

CHAPTER ５ 　治療効果アップテクニック　
Part ２ ：硬組織

基本症例 ９ 　上下顎臼歯部インプラント治療と前歯の機能の
調和（ 5年経過）�

基本症例１0　重度歯周炎患者の治療後のトラブルとその対応
（19年経過）�
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Part ２ ：固定性補綴　天然歯とインプラントの長期安定

動画 2　上顎前歯部フェノタイプの改善�
動画 6　初診から30年，矯正後16年経過のガイダンス�
動画 7　上顎前歯部の根面被覆，歯槽堤増大，再生治療��
動画 8　上顎前歯部の PRF を併用した再生治療��
　・�
動画10�　上顎前歯部の結合組織移植による付着歯肉の増大�
動画11�　上顎右側部の歯周外科（一次手術）�
　・�
動画16�　Modified�Langer 法による付着歯肉の増大�
動画18�　結合組織移植による歯間乳頭の再建�
動画22　上顎前歯部の PRF を併用した抜歯とソケットプ

リザベーション��
動画23�　リッジエクスパンジョンと吸収性膜を用いたイン

プラント埋入�
　・
動画26�　₂₃の再生治療�
動画28�　骨造成にPRFを併用した₇₆₅インプラント埋入
　・�
動画34�　上顎右側大臼歯部のサイナスリフト
動画36�　ピエゾによるインプラントの除去�
　・
動画37�　₁，₂₁欠損部への歯槽堤増大術��
動画43�　プロビジョナルレストレーションのガイダンス��
動画45�　₆インプラント除去と₅₆骨造成�
動画46�　上顎右側臼歯部のサイナスリフト�

一部抜粋
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